
■カンパニーとカントリー■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 173号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：カンパニーとカントリー 

 

以前、「会社と社会」について話したことがあると思うが、僕はそれを「カンパニーとカントリー」に言い換えた

い。そもそも「会社と社会」とは、家族から進化してできたもの。人間は、家族という組織を作ることで生きて

きた動物だが、さらに成功を目指し欲望を満たすために会社を作り、失敗に備え生き延びるために社会を作った。

だが、今の日本では会社だけが頑張っていて、社会はちっとも失敗に対処しないし、生き残りにも不真面目だ。

そこで、社会を立て直したいと思うのだが、地域社会は役所頼みで、役所は国頼みだとすると、結局社会とは国

のことに思えてきた。だから、社会を国と言い換えて「国と会社」にしたのだが、語呂が悪いのでカタカナにし

たという訳だ。 

 

考えてみれば、会社に対して社会という言葉はとても曖昧だが、国ははっきりイメージできる。世界には様々な

国や地域があると同時に、それらが世界を作っている。国には基準や規定はなく、とにかく独自の方法で国土を

活用し生き残ることさえできれば、どんな国を作っても構わないし、その規模の大小だけでなく、貧富の差も様々

だ。その上、これまでの世界は国ごとに力を競い合い、大きな国や金持ちの国が強かったが、今や世界の各地が

インターメットで直接つながり、国境を越えた交流が当たり前になった。もはや地域は、どこの国に所属してい

るかより、独自性の方が意味を持つようになり、会社を作る起業だけでなく、国を作る起業も必要な時代がやっ

てきたと僕は思う。 

 

会社のリーダーは社長だが、国のリーダーは王様であり、日本の場合は永く天皇家が担ってきた。敗戦後、天皇

は象徴となって実権を手放したが、戦没者の追悼や被災者の慰問だの、さすがに王様としての務めを見事に果た

している。だが、本当の王様は誰なんだ。それは、総理大臣でなく僕ら市民のはず。それなのに、安倍政権の暴

走を止められず、諦めているのは、市民の意識が低いと言われているが、僕には違う理由が見えてきた。それは、

日本という国が、そろそろ終わりに近づいているからだ。だがそれは、財政破たんや少子高齢化の問題ではない。



日本の各地域が一つの国にまとまっていることに無理が生じ、その意味が失われてきたという意味だ。 

 

例えば、一票の格差が問題になっているが、それは地域の人口密度の格差が広がっているのが原因だ。だが、そ

んな格差を抱え込まずに都会と田舎を別の国にすれば、この問題は無くなるはず。その結果、地域間の貧富の格

差が広がっても、国が違えば問題は無い。沖縄に基地が集中していると言うが、沖縄が日本から独立してしまえ

ば問題は解決する。ここで言う独立とは、地域独自の事業はすべて民営化することで、国は全国一律のサービス

だけをやれば、国会議員の出身地などどこでも良いことになる。こうして現在国や行政がやっている地域別の事

業をすべて民営化し、それを「国づくり」と名付けたらどうだろう。地域創生は国の仕事でなく、地元が自分で

やるべきだ。 

 

そしてもちろん、国づくりは地主の仕事だ。地主はもともと所有地に関する支配権を持つ王様だから、まとまっ

た土地を持つ地主でも、小さな地主の連合体でも、土地を所有する地元の企業でも構わない。ところが、地主抜

きでは何もできないことを、ほとんどの人が忘れている。民主主義とは「民」が「主」であり、「主＝あるじ＝王」

であることを忘れている。国民として土地を使い成功を目指すのはカンパニーだが、王として土地を提供し継続

を目指すのはカントリーだ。このカントリーを政府に任せるのはもうやめよう。全国一律に税金で賄うべき仕事

だけを政府に担当させて、残りは地域が自由に取り組む国づくりにすべきだと僕は思う。そんな国づくりを学ぶ

ために、地主の学校を作ろうと思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20180826-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：写真と暮らし研究所設立パーティー  

 

僕が設立のお手伝いをした「写真と暮らし研究所」の設立パーティーを、下記の要領で開催します。 

よろしければお越しください。 

 

日時：８月３１日(金)１７：００～１９：３０ 

場所：鎌倉市材木座海岸 一品香 

http://zaimokuza.net/top/shops/beach-house/ippinko/ 

４９年の老舗ですが、８月３１日に今季の営業を終了し 

海の家を壊します。パーティーの日は最後の営業日となります。 

 

なお、このオープニングパーティーの趣旨はこちらです。 

https://shashintokurashi.com/event/2018/08/02/1060/ 

 

海の家のパーティー詳細はこちらです。 

https://shashintokurashi.com/event/2018/08/16/1082/ 

 

それから、消えていく景色の撮影の活動報告はこちらです。 

https://shashintokurashi.com/category/activity/ 

 



今後とも、どうぞよろしくお願いいたします！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）8/27 ○終日笑恵館で面談可 

（火）8/28 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）8/29 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）8/30 ○午後から笑恵館で面談可 

（金）8/31 ○午前中なのに作業日（青葉台） 

 17-19時 ★写真と暮らし研究所オープニングパーティー（鎌倉） 

（土）9/01 ○終日笑恵館で面談可 

 12-18時 ★地主の学校を語る会（笑恵館） 

（日）9/02 ○作業日 

 

■その後のイベント 

9/08 ★地主の学校を語る会（笑恵館） 

9/13 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

9/13 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

9/14 ★カプラー起業交流会（三茶） 

9/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

9/16-7 ★御宿グッドネイバーズ（御宿） 

9/23 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

9/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 



http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


